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知
っ
て
ほ
し
い
議
員
の
日
常

山
下
　
貴
司

　

自
民
党
国
会
議
員
の
朝
は
早
い
。
毎

朝
８
時
か
ら
党
本
部
の
各
会
議
室
で
開

か
れ
る
部
会
や
調
査
会
か
ら
始
ま
る
。

部
会
・
調
査
会
は
所
管
省
庁
や
政
策
テ

ー
マ
ご
と
に
分
け
ら
れ
た
政
務
調
査
会

の
組
織
で
、
議
員
同
士
が
議
論
を
戦
わ

せ
る
場
で
も
あ
り
、
若
手
議
員
に
と
っ

て
は
貴
重
な
勉
強
の
場
。
９
時
か
ら

は
、
衆
・
参
各
院
の
委
員
会
に
出
席

し
、
昼
は
党
本
部
で
カ
レ
ー
を
食
べ
な

が
ら
部
会
・
調
査
会
、
午
後
１
時
か
ら

各
院
の
本
会
議
や
各
委
員
会
に
出
席
。

本
会
議
や
委
員
会
が
な
く
て
も
、
党
本

部
で
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
ど
こ
か
の

会
議
室
で
部
会
・
調
査
会
や
議
連
が
開

か
れ
て
お
り
、
複
数
の
部
会
・
調
査
会

を
ハ
シ
ゴ
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い

し
、
議
員
会
館
で
各
省
庁
か
ら
受
け
る

レ
ク
な
ど
や
関
係
団
体
と
の
面
談
も
あ

る
。
夜
も
議
員
立
法
や
政
策
立
案
の
た

め
の
仕
込
み
や
会
合
で
時
間
が
過
ぎ
る

▼
自
民
党
の
国
会
議
員
は
、
一
日
中
、

国
会
・
党
本
部
・
議
員
会
館
を
駆
け
巡

っ
て
い
る
の
が
実
情
。
こ
ん
な
マ
ジ
メ

な
日
常
は
な
ぜ
か
報
道
さ
れ
な
い
。

新
聞
出
版
局
次
長衆

院
議
員

創 生
私
の
政
策　

山
田
宏

　

党
東
京
都
参
議
院
比

例
区
第
22
支
部
長

５面

座
右
の
銘

　

藤
川
政
人
参
院
議
員

風
雪
素
描
58

―
田
中
角
榮
―

８面 ４面

私
の
政
策　

宮
島
よ
し
ふ
み

　

党
東
京
都
参
議
院
比

例
区
第
64
支
部
長

意
識
の
差
と
実
行
で

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
！
32

風
雪
素
描

 

― 

山
下 

元
利 

―

２面３面

今週の紙面

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
推
進
特
命
委

員
会
、
地
域
発
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
合
同
会
議

労
働
力
確
保
に
関
す
る
特
命
委
員
会

文
化
伝
統
調
査
会 

文
化
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
拡

大
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

国
会
の
動
き

参
院
選
新
た
に
５
人
推
薦

知
的
財
産
戦
略
調
査
会 

産
業

活
性
化
に
関
す
る
小
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
立
国
調
査
会 

ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
小
委
員
会

労
働
が
原
因
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
や
多

様
な
働
き
方
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

や
、
新
卒
時
に
正
規
雇
用
か
ら
外
れ
た

若
者
や
子
育
て
中
の
女
性
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
人
材
を
生
か
し
に
く
い
点
を

問
題
視
。
硬
直
的
な
日
本
型
の
雇
用
シ

ス
テ
ム
を
改
め
、
転
職
や
一
時
退
職
を

し
て
も
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
な
新
し

い
形
態
を
つ
く
る
た
め
、
労
働
市
場
の

柔
軟
性
と
保
障
の
両
立
に
つ
い
て
、
政

労
使
に
よ
る
議
論
を
求
め
た
。

労
働
市
場
に
柔
軟
性
を
確
保

多
様
な
人
材
を
生
か
す

　

こ
れ
に
対
し
、
規
制
改
革
担
当
大
臣

時
に
雇
用
分
野
の
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
た
稲
田
政
調
会
長
は
、
成
長
戦
略
の

進
化
に
向
け
た
党
内
の
議
論
に
大
田
氏

の
認
識
を
積
極
的
に
反
映
さ
せ
る
意
向

を
述
べ
た
ほ
か
、
正
社
員
と
非
正
規
労

働
者
の
賃
金
格
差
の
是
正
を
目
指
す

〝
雇
用
分
野
の
規
制
改
革
〞

 

大
田
弘
子 
規
制
改
革
会
議

議
長
代
理

て
成
功
し
た「
Ｓ
ｐ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
社
」な
ど

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
４
社
輩
出
し
て
お

り
、
地
域
に
お
け
る
新
産
業
創
出
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
研
究
所
開
設

か
ら
15
年
を
経
て
冨
田
所
長
は
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
科
学
技
術
開
発
は
地
方

で
行
う
べ
き
と
確
信
し
た
」
と
振
り
返

り
、
鶴
岡
市
を
科
学
に
よ
っ
て
活
性
化

さ
せ
る
考
え
を
表
明
。
地
方
創
生
の
成

功
例
に
も
な
る
よ
う
、
大
型
研
究
費
の

一
定
割
合
を
地
方
へ
配
分
す
る
こ
と
や
、

中
高
生
に
最
先
端
の
研
究
環
境
を
提
供

す
る
た
め
の
支
援
な
ど
が
重
要
と
し
た
。

〝
ロ
ボ
ッ
ト
の
利
活
用
を
推
進
〞

 

安
川
電
機
取
締
役

を
指
摘
し
た
。

〝
研
究
開
発
法
人
改
革
〞

〝
臨
床
開
発
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
〞

　

橋
本
氏
は
、
産
業
界
と
大
学
の
研
究

を
結
び
つ
け
る
た
め
、
産
業
技
術
総
合

研
究
所
な
ど
の
研
究
開
発
法
人
に
よ
る

「
橋
渡
し
機
能
」
を
強
化
し
た
う
え

で
、
世
界
と
の
競
争
を
念
頭
に
、
地
域

の
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
も
加

え
た
拠
点
づ
く
り
を
急
ぐ
べ
き
と
訴

え
た
。

　

武
田
氏
は
、
わ
が
国
の
医
薬
品
産
業

が
世
界
の
中
で
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
難
し
い
新
薬
の
開
発
を
進
め
る
観

点
か
ら
、
患
者
の
疾
患
情
報
を
登
録
す

る
「
レ
ジ
ス
ト
リ
」
に
つ
い
て
解
説
。

希
少
疾
患
の
治
療
法
開
発
に
重
要
な
登

録
情
報
を
活
用
す
る
仕
組
み
や
グ
ロ
ー

バ
ル
臨
床
研
究
拠
点
の
充
実
な
ど
を
求

め
た
。

み
出
す
強
い
経
済
）
」
に
よ
っ
て
、
戦

後
最
大
の
国
民
生
活
の
豊
か
さ
を
実
現

す
る
た
め
、
党
内
外
の
叡
智
を
結
集
す

る
方
針
。
有
識
者
な
ど
を
招
き
、
現
状

に
つ
い
て
の
見
解
を
聞
き
な
が
ら
、
生

産
性
革
命
に
よ
る
民
間
投
資
の
拡
大
や

賃
上
げ
を
通
じ
た
消
費
の
底
上
げ
な
ど

へ
の
議
論
を
加
速
さ
せ
る
。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
意
義
に
も

言
及
し
な
が
ら
、
雇
用
制
度
改
革
へ
の

期
待
感
を
強
調
し
た
。

〝
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
材
〞

 

冨
田
勝 

慶
大
先
端
生
命
科

学
研
究
所
所
長

　

続
い
て
、
24
日
に
開
い
た
会
合
で
は

「
わ
が
国
の
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

経
済
の
持
続
的
な
成
長
や
生
産
性
向
上

へ
の
鍵
」
（
稲
田
政
調
会
長
）
と
な
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
材
育
成
を
中
心

に
、
慶
應
義
塾
大
学
の
先
端
生
命
科
学

研
究
所
の
冨
田
勝
所
長
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。

　

平
成
13
年
に
山
形
県
鶴
岡
市
に
開
設

さ
れ
た
同
研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
に
人

工
合
成
ク
モ
糸
の
量
産
に
世
界
で
初
め

　

ま
た
、
党
日
本
経
済
再
生
本
部
の
下

に
設
置
さ
れ
て
い
る
経
済
好
循
環
実
現

委
員
会
（
委
員
長
・
新
藤
義
孝
衆
院
議

員
）
も
24
日
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
催
し

た
。
安
川
電
機
（
株
）
取
締
役
常
務
執

行
役
員
の
南
善
勝
氏
、
国
立
研
究
開
発

法
人
物
質
・
材
料
研
究
機
構
理
事
長
の

橋
本
和
仁
氏
、
同
法
人
国
立
精
神
・
神

経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
神
経
研
究
所
長

の
武
田
伸
一
氏
の
３
氏
。

　

こ
の
う
ち
南
氏
は
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
の

さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て
」
と
題
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
利
活
用
を
提
案
。
わ
が
国

の
ロ
ボ
ッ
ト
利
用
が
技
術
開
発
を
背
景

に
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
、
農
業
な
ど
の
分

野
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、

一
層
の
活
用
を
促
す
よ
う
、
分
野
横
断

的
な
仕
組
み
な
ど
を
構
築
す
る
必
要
性

内
外
の
叡
智
結
集

新
し
い
第
一
の
矢

を
放
つ

　

党
日
本
経
済
再
生
本
部

は
引
き
続
き
、
新
し
い

「
第
一
の
矢
（
希
望
を
生

「ＧＤＰ600兆円に向けて、さまざまな角度から骨太
な議論をする」。開会のあいさつで、経済再生への思
いを訴える稲田朋美政務調査会長

額
賀
福
志
郎
党
東
日
本
大
震

災
復
興
加
速
化

本
部
長
に
聞
く

　

３
月
22
日
の
有
識
者
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
テ
ー
マ
と
な

っ
た
の
は
、
「
成
長
戦
略

の
柱
」
と
も
位
置
付
け
ら

れ
る
規
制
改
革
。
内
閣
府

の
規
制
改
革
会
議
で
議
長

代
理
を
務
め
る
大
田
弘
子

氏
か
ら
検
討
状
況
や
今
後
の
課
題
な
ど

を
聞
い
た
。
大
田
氏
は
、
長
年
議
論
さ

れ
な
が
ら
も
進
ん
で
い
な
い
と
さ
れ
る

労
働
市
場
改
革
を
取
り
上
げ
、
長
時
間

経
済
の
好
循
環
強
化
へ
政
策
総
動
員

強
い
経
済
に
よ
る
豊
か
な
国
民
生
活

生
産
性
革
命
で
民
間
投
資
を
拡
大

「GDP600兆円」の実現を
日本経済再生本部　有識者ヒアリングで議論加速

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
や
「
新
三
本
の
矢
」
な
ど
、
未
来
を
見
据
え
た
新
た
な
国
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
わ
が
党
に
設
置
さ
れ
て
い
る
政
策
機
関
で
は
連
日
、
各
テ
ー
マ
に

つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
安
倍
政
権
の
最
優
先
課
題

で
あ
る
経
済
再
生
に
向
け
、
党
則
79
条
に
基
づ
く
安
倍
晋
三
総
裁
の
直
属
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
た
党
日
本
経
済
再
生
本
部
（
本
部
長
・
稲
田
朋
美
政
務
調
査
会
長
）
も
精
力
的
に

会
合
を
開
催
。
企
業
の
収
益
が
増
え
て
雇
用
や
賃
金
の
増
加
を
伴
う
経
済
の
好
循
環
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
戦
後
最
大
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
」
の
実
現
へ
、
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
総
動
員
す
る
。
今
週
も
有
識
者
な
ど
を
招
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
今
後
の

政
策
立
案
や
課
題
克
服
へ
の
方
向
性
を
確
認
し
た
。


